
























































































































































































































































































































































































































































な か っ たICT (Information and Communication 
Technology) 教育の活用が強引に導入された形と
なった。良い面と悪い面がなんとなく分かったよ
うに思うし，ある種の講義は対面講義よりもオン
ライン講義が適しているという発見もあった。ま
た，人間関係や精神的な問題を抱えて大学を休み
がちだった学生が，オンライン講義になったこと
で休まず出席している例も見られた。一定数の学
生にとっては，オンライン講義は心地よかったよ
うだ。今後は，対面講義とオンライン講義がどち
らも選べる状況下で，ふさわしい方を選択可能な
時代になっていくのかもしれない。
　コロナ禍はいつか終わるだろうが，いつまた別
の不測の事態が起きるか分からない。今回のこと
は，ひとつ，武器を手に入れた，と，前向きに捉
えたい。それは，今後は自然災害など何かあれば
いつでもすぐにオンライン講義に切り替えられ
る，という意味でもあるが，もうひとつの意味と
しては，大学も学生も意外と順応する力を持って
いることが証明されたということである。
　いまだ収まる気配のないコロナ禍の中，後期授
業が一部対面講義を含む形でスタートすることと
なった。全てがオンライン講義であった前期授業
とはまた異なる苦労や戸惑いもあるが，また我々
は順応しながらベストを尽くす。早く世界に日常
が戻ることを願うばかりである。
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